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的早い時期に発症し，多くの例で腎障害や ARDSを合併し， multiple organ failureへ移行するも
のが多く71%は死亡している．肝硬変lとみられる胃粘膜病変の発生機序としては，肝実質障害にも
とずく secretagogueの肝での不活性化阻害による胃液分泌冗進，胃粘膜関門の破壊，粘膜上皮の代
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